



































































































































































































、|総時間|事物教授|読書|作文|習字岬一昨 １０１直観 ６ ３
１２１直観２１６１２１３
I 聴くこと話すこと読むこと書くこと語句用法綴ること 3年’１５１郷士科３１７１２１３篝 郷含職維、、、一一三（〈／／方方方方話読書綴 4年'１５１窒理,歴憲３１７１２１３読糸方を中心とした国語科の構造であることは，上記の図や表によっても一目瞭然である。この傾向は，どの書でも共通しており（注4”さらに各書で共通して強調していることは，教授
の際の便宜上，一応，綴り方と書き方を分科す
るが，それらと有機的な関連性を持たせる必要
があることである。一例を挙げると，
「……各々其主とする所仁よりてかく区分して教授
せざるべからずとはいへ従来の如く個々特立して之
（ママ）を教授すること】tjﾐく常に其間に密接なる関係を保た
しめて各々其本領を失はしめざるやう注意せざるべ
からず」
これは，『小学国語科教授法』からの引用で
国語
－教授すべき課業……練習すべき課業
『小学国語科教授法」より
これは，国語科としての教授すべき内容を，
五つの言語活動教育と語句用法という言語教育
から成ると捉え，さらにそれらが，話し方,読永
方，書き方，綴り方といかなる関係を有するか
を図式化している。関係を示す線が複雑に交錯
している如く，それらは有機的に関連しており，
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あるが，文意からその細かい配慮を伺うことが
できる。
にする。
第二段（提示）新事物を提示する。
第三段（比較）比較によって概念化する。
第四段（統合）個々の意義を更に明確に
し，総合的に概括する。
第五段（応用）反復練習と新知識の活用。
ヘルバルト学説が全国に普及する中で，実際
の授業の中では，必ずしも五段階に抱泥するこ
となく，三段階法，四段階法などの工夫が試ふ
られた。ただ，その依拠するところは分段教授
法にあり，多くはそのバリエーションにすぎな
かったのが実情のようだ。
ヘルバルト学説が教育界の主流であったとは
言え，その形式的な知識注入主義に対して全く
批判がなかったわけではなかった。それらの中
で最も注目されるのは，「統合主義新教授論」
(明治32年,同文館発行)を著わした樋口勘次郎(注5）
である。彼は，ヘルバルト学派の管理主義的
方法を排除して，家庭教育との連繋，師弟関係
の親密化を強調し，また，授業を遊戯的にして
児童の自発活動を促進することを説いた。しか
し，その学説には傾聴すべきものを多く持って
いたにもかかわらず，実際の指導過程理論では
五段階教授法から脱皮し得ていなかった。
このような中で，小学校令の改正を迎えたわ
けだが，国語科の新設に伴い，「教授法」と名
付ける書物が，多数出版されたのは，前述の通
りである。全体的には，まだまだ五段階教授法
やその変化体が多いが，今ここにその実態を示
すものとして，特色ある三例を紹介することに
する。
２五段階教授による指導過程論
まず最初に，最も普及していた五段階教授法
による国語科の指導過程論を取り上げることに
する。引用は，増戸鶴吉(注6)箸の『小学校に於け
る国語科教授法」（明治34年,弘文館発行）に依っ
た。（引用文中一部省略有の
目的指示教授の始に，目的指示を要することは勿
論である。それは新教材の全般に亘り，且，具体
的であって，成るべく，児童の興味を惹起すやう
な風に，やることが必要である。……教材の性質
以上，国語科の構造を調べてきたが，国語科
の新設に当って，単に今までの三教科を統合し
ただけでなく，国語科教育の目的を踏まえなが
ら，総合的な構造化を追求していた点は，評価
すべきであろう。しかし，目的の項でも触れた
ように，目的それ自体が言語教育の要素にほと
んど触れていないために，主として言語活動の
方にの象眼が向いていることは否めない。とは
言え，「語句用法」や「文法」などの語が散見
されたように，僅少ではあるが，言語教育の面
も加味されている点は，国語科として統合され
た故に出てきた観点で，大きな進歩と評価して
良いだろう。
また,読承方が中心になるのは当然であるが，
綴り方よりも書き方に，時間的にはウェイトが
置かれている。これは綴り方の教育内容がまだ
熟しておらないためではあるが，また一方の観
点からすれば，形式的，表面的な実用性に重点
がおかれていた当時の国語教育の認識の現状が
端的に反映されているとも言えよう。読承方に
せよ，綴り方にせよ，その教育内容の検討はこ
れからで，ようやく国語科教育が緒につき，国
語科としての形式的な構造を一応整えた段階で
あった。
二、指導過程理論
１小学校令改正以前の概観
明治期20年代から30年代前半にかけて，教育
界を風摩していたのがへルバルト学派の教育思
想であった。明治20年１月，ドイツのハウスク
ネヒトが東京帝国大学で教育学の講義にへルバ
ルト学説を説いた事が端緒となり，その後，東
京高師教授の谷本富によって，教育界へ急速に
浸透して，現場の教育に大きな影響力を持っ
た。
当時一般的に理解されていたへルバルト学派
の五段階方式による教授法は次の通りである。
第一段（予備）新旧の観念を分析し，明確
深川：明治時代後半の国語科読承方教授 2５
によりては，第一段予備の後になすを，便宜とす
ることがある。
第一段予備此の段は新に授<べき文字，文句，
及,事実の理解を容易ならしめん為に利用すべき，
既知の文字，文句，及思想を喚起明瞭ならしむる
作用であるから，左の要項に注意しなければなら
ぬ。
(1)形式上書取，摘書，章節の復読，復解などの手
段によりて，新教材に関係ある，既授の文字，文
句，及方法上の智識を，復習し置くのである。
(2)内容上新教材中の事実を，了解するに足るだけ
の事実的旧観念を，分解し,明瞭にするのである。
第二段提示
(1)形式上摘書，諦読，解義，書取などの手段によ
って，新字句，及，新なる文章表出の教授をする
こと。
(2)内容上談話，問答などの手段によって，右の文
字，文章が表出せる思想を教授すること。
第三段比較
(1)形式上《)新出の難語，難句を，既授の語法，文
体等に対照して，其の関係を明ならしめねばなら
ぬ。
(ﾛ)漢字の字画は，特に，扇，秀，点,画等に注意し，
既授の類似文字と比較して，明瞭なる概念を作ら
しめねばならぬ。
しり仮名を以て表はせる語句，例へぱ，「アラザルナ
リ」と「アラザルベシ」との比較の如き，叉は文
章全体の比較練習を忘れざるやうにしなければな
らぬ。従ひて，常に，学年相当の文法的比較を行
ふは必要である。
(2)内容上（ｲ)新旧の事実，及，新事実中の部分の比
較をなし,以て新旧観念を類化せしむるのである。
第四段総括
(1)形式上（ｲ)文法的総括をなさしむ。
(ﾛ)全文，若くは，分節を達読せしめ，文章と思想と
の，連絡結合を緊密ならしめよ。
(2)内容上其の内容につき，系列的智識を識得せし
むるのである。
(ｲ)反面より，又は，裏面より，種々に問答して，十
分に，内容的事実を咀囑類化せしむることが必要
である。
(ﾛ)教師，全文を朗読し，若くは，一児童をして之を
朗読せしめ，他の児童には，閉書黙聴せしめて，
其の聴き取りたる内容を談話せしめ，若くは，其
の大意を約述せしむるのである。
第五段応用
(1)形式上新に学び得たる文字，文章上の智識を，
他の種含なる場合に適用せしめ，以って，綴り方
の基礎的能力を養ふことであるが，之にも種々の
仕方がある。
(2)内容上此は，新に学び得たる事実上の智識を，
実地に適用せしむる所の，所謂’智徳の活用であ
る。
３児童の心理的原則に基づいた指導過程論
小学校令の改正は，児童の学習負担軽減がそ
の目的の一つであったことは先に触れたが，実
質的には僅少であり，見方によっては，却って
重くなったという受け止め方もあった。そこで
負担を軽減して，なおかつ国語科の授業を効果
的にするためにはどうすべきかを主眼にして纏
めたのが，下平末蔵(注7)箸の『国語教授法』（明
治34年，上原書店発行）である。本書は,そのため
には，まずわが国の「国語」を改良する必要の
あることを説いおり，その中心となっている思
想は，「学ぶ者の機械的記'億おなるべく軽減し
て，類同記憶と推理作用とお多く利用して学習
し得るよ－に，国語の諸要素間に統一調和お与
えるにある。」と言うことなのだが，この大原
則は，国語科の授業の原則にも適用されてい
る。そこで次に，国語科の教授上の原則として
三点挙げているものを記しておく。
第一則児童の機械的記憶おなるべく軽減して，類
同記憶と類推作用とお多く利用すべし。
第二則興味，収得，表彰，反復の四者お結合すべ
し。
鰍-収得臆}一発表|窯興味→収得
～ －－－－
反復
第三則多方の連合作用に依りて理解と記憶とお助
くくし。
さらに，具体的な指導過程については，次の
ように示している。
霜||鵜晨鱒談話問答及摘≦
菫|i鑿鳥
雷Ii:瀞
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なお，注意として，解説を加えている中から
要点を幾つか引用しておく。(2)「読章の難易と
児童の程度とにより詳略の掛酌あるべし。」(4)
読糸わ教師が範読して後生徒に読ませることに
あり，或わ直に生徒に読ませることもある。や
はり自力自能お奨励したい。……二三回読ふた
ざとそれを乗り超えようとする努力のあったこ
とを私達は知るのである。
では，彼はどのような理論を考案したのか。
その骨子について述べている箇所を引用する
と，「すべて新しき事実を学習せしむる手続は
受容と表出との二大段に分ち受容を予備と経験
との二段に分ち更に各段を教材の種類によりて
数種に分段」するとある。次に，その具体的な
方法について述べているところを略述する。
受容（新経験を得しむる手続）
第一観念の受容Ｗ)予備目的開示，旧経験の整理
及話し方練習
何経験直観及話し方練習，精察及話し方練習，通
覧及話し方練習
第二言語の受容(1)発音（ｲ)予備旧経験の整理
（ﾛ)経験実習，批正，固定
(2)音韻の受容Ｗ)予備目的開示，旧経験の整理及
発音練習
（ﾛ)経験比較，抽象，統括
第三綴字の受容(1)仮名遣の受容（ｲ)予備目的開
示，｜日経験の整理及語し方練習
②経験実習及話し方の練習，批正，固定
(2)新字の受容（ｲ)予備目的開示，旧経験の整理
（の経験実習，批正，固定
第四全文の受容(1)思想の受容観念の受容と同じ
手続
(2)章句の受容（ｲ)予備目的開示，旧経験の整理
⑰経験実習，批正，固定
(3)語法の受容音韻の受容と同じ手続
表出（新経験を発表せしむる手続）
(1)反省新しく学習したことについて，新旧の事項
の異同を問答し，固定の程度を検す。
(2)推及新範語と類似した物名についての応用と新
範語を含む章句を読永，話させ，綴らせる。
以上であるが，これについて少しばかり問題
点を指摘しておきたい。まず，国語科の内容を
「新しき事実を学習」することに限定している
ことである。知識の獲得という実用の承てに眼
が向けられて情操には何ら触れていないことが
問題であろう。次に，受容と表出という概念は
一応「手続」と規定はしているものの，これは
国語科の教育内容である理解及び表現活動と内
容的には一致している。したがって，指導過程
らぱ意義お問答し，或わ分ち或わ合して之お演
述せしめ，読解相交るよ－にありたい。要する
に読むと共に其意お得るに至ることお目当とし
て方法お工夫せねばならぬ。」(7)「読章より得
た材料より帰納して文法上の規則お授け，所謂
類同記'億と推理作用とお利用するのである。」
⑪「読章と組織の類似する新文章か，或わ読章
中にある文句お含める新文章かお掲げて，之お
読承且解せしめるのである。」（下線は筆者が施
した）
そして，最後に「以上１乃至12お常に洩さず
用いるのでわない。４の読方及意義わ読方の中
枢点であるから常に要すれども，他わ付属部な
れば常に悉く必要にあらず。適宜取捨活用する
がよろしい。」と結んでいる。
原則論においては，評価すべき点をかなり持
っていたが，指導過程の段階では，ヘルパルト
の五段階教授の影響から全く脱し切ってはいな
い。しかし，類化，抽象，応用の区分や，各段
の説明の中では，児童が知識を習得していくた
めの心理的段階が意図されているので，その点
は特色として認めて良いだろう。ただ，指導過
程論としては，今日から見ると，段階について
も，またその取り扱い方についても問題点を多
く含んでいることを付け加えておきたい。
４受容と表出の二段階による指導過程論
永廻藤一郎箸の『小学国語科教授法』は，凡
例で「本書説く所の教授の法式は従来の教授法
とは全く其基礎を異にするの承ならず其部分に
至りても彼のへルバルト派の五段教授法の糸に
よらずして別に著者の考案になれる法式により
て之を記述したり」と述べているが，わざわざ
断わるところにヘルバルト学説の影響力の大き
深川：明治時代後半の国語科読み方教授 2７
の理論というよりは，国語の理解（受容）と表
現活動（表出）の教授手続にすぎなく，国語科
の指導過程論とは言えない。また，その個々の
手続についても，五段階教授法よりも却って機
械的形式主義に堕しており，国語科教育に対す
る意欲的な姿勢は評価しても，結果的にはへル
バルト学説を少しも乗り越えていないと言えよ
う。
この説で最も特徴的なのは，受容における
「経験」である。著者も「ここに所謂経験とは
頗る廣義にしてへルバルト派の所謂経験も交際
をも包括したるものなり」と述べて，独自性を
出そうとしたらしいが，教授すべき内容の予備
学習以外をすべて経験としたのは，余りにも漠
然としすぎて指導過程論としてはやはり失敗に
帰したと言える。
しかし，当時の教授書と名付けられた書物の
中には単に国語科の指導すべき内容についての
教授方法が，説明してあるだけのものもあり，
そういう種類の中では，本書が一応教授方法を
体系的にまとめている点では評価出来るのであ
る。本書はまた，「従来の教授学は練習法を粗
略にせり」と言って，練習を強調していること
は，前記の引用からも看取できることで本書の
一つの特色である。
なければならないといふことを忘れて,只事柄(内
容）だけが分って居れば，それで沢山だといふ様
な気がして居るといふことであります。
２予備的談話について今日の所では，どちらか
といふと，あまり多く予備的談話をし過ぎる弊が
あるだらうと私は思ふ，……読書の本当の趣意は
読んで意味を知るといふ所にある……自分で新し
い事を発見し，発明するから，読書といふことが
面白いのである。
３摘書摘書の材料（以下略述して記す）
(1)曾て授けたことのあるもの（予備）
(2)語句の一部分の糸が新出文字なるもの（提示，適
当な機会があれば予備）
(3)語句中の文字が既知のものなれども配合だけが新
知識に属するもの（(2)に同じ）
(4)文字は現知なるも，読方意義共に異なるもの（適
当な機会あれば予備だが，提示の段に譲って置く
方が良い）
(5)全く新知識なるもの（(4)に同じ）
摘書の方法
(1)板書して読糸方・意義を機械的に教える方法
(2)読本に文句，文章を作って教える方法
(3)読本の内容を談話体で話し，その中に出てきたと
言って摘書する方法
(4)小黒板に読糸方と意義を書いておき，児童は見な
がら読本を読んでいく方法
(5)（佐々木氏の方法）予備談話の中で出てきた新出
文字を板書する。その他は提示の時に。その方法
は，児童に文章を読ませ，つまずいたところで，
読糸方と共に意味まで問答しておく。
４範読目的(1)読承方を巧みし，朗読法を知ら
せる。(2)素読を授ける。朗読の場合教師は発音，
句切り，抑揚，緩急に留意して範読に値するよう
注意する。また，素読は，難かい､文字や文句に
出逢った時は問答などしてアクセントをつける。
５朗読道理，意味が分かる論理的読承方の上手
なものを目標にすれば良い。
６斉読利益①曲節を正す。②臆病な恥しがりな
子供も活動できる。③教室全体を活動させる。④
授業に変化（男・女交互に読むなど）
欠点①他の学級への邪魔②まだ覚え切らぬ子ど
もに斉読を強いることはないか。③揃えて読むた
めに，重くるしい読永や学校口調の読承になりや
すい。
斉読は最近軽視されているが，利用の仕方しこよっ
５教授法上の留意点
読承方の授業上注意すべきことがらについて
は，佐々木吉三郎が『国語教授撮要」の中で述
べていることがまとまっており，当時の現状に
触れながら，独自の見解を表わしている。そこ
で，指導上の留意点については,本書によって，
当時の到達点を知ると共に，当時の現状をも瞥
見したい。これは，上記に引用した指導過程理
論が，紙面の関係で具体的な授業方法，教材の
扱い方の理論にまで触れることができなかった
ので，その補遺の意味もある。
１復習予備として復習する場合に，従来の弊と
なって居ることは，……文字とか，文章とか，何
か形式に関する方面の復習と，それから，其等の
中に含まれて居る,内容に関する方面の復習とが，
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ては有益であることに注目したい。
７書き取り方法①読本を写す②教師の口授を写
す③読本を見て識訳しつつ書く(談話体ご文章体）
④教師の口授を識訳して書く（③と同じ）⑤問題
の答を書く。読本の材料によって上記の中から最
も適切な方法を選択することが大切である。
８要領談話従来の講義のような窮窟な，機械的
なものでなく,比較的自由な談話を言う。目的①知
識を確実にする。②教授に変化を与える。③知識
に活用をつくる。形態①教師の問に応じて答え
る。②生徒が,全体又は一段落の要領を説話する。
③生徒相互間に対話させる。
（この要領談話を，氏は特に強調している）
９応用「今日の教授は，智識の分量の糸を貧っ
て，其確実といふことを等閑にして居ることは，
繰り返し々々申し述べた所でありますから十分お
注意を願ひたし､」
以上，長く引用したが，授業上の技術につい
てはかなり細かいところにも着目しており，今
日でも傾聴すべきものが多い。ただ，新字の教
授法や，読承については詳細であるが，国語の
授業の要である話し合いによって読承を深め，
確実なものにしていく方法については全く触れ
られていない。これは，当時の国語科教育の限
界を示すものであろう。当時は，問答が授業の
中でかなり重要視されていたが，その方法は形
式的な一問一答で，話し方にその重点が置かれ
ることが多かった。佐々木氏の要領談話は，方
法的にはそれから一歩前進しようという姿勢が
見られるが，根本的に授業の中での話し合いの
意義が確認されていないため現状を越えるもの
にはならなかった。
最後に補足として，大意の把握の問題につい
て一言述べておきたい。大意の把握は授業内容
としてどの書も取り上げているが，その取り扱
い方について言及している書は少ない。（佐々
木氏の場合も同様）そういう中で，見解の異な
る二説が目に触れた。その一説は「平易の文章
なるとぎわ，書お聞く前に教師一読し，直に生
徒おして其大意お述べさすこともよい方法の一
つである｡」（国語科教授法）で,他説は「とかく，
大意の約述といふことは，児童には，頗，困難
なることであって，何時でも極めて簡単にして
其の要領を得ないか，若くは，冗長にして意解
の時と少しも運はいやうである。されば，大意
の約述は，予め，相当の修養を要すべきことで
云云」（小学校に於ける国語科教授法）と述べてい
る。前者は大意の把握を読解の最初に持ってき
ており，後者は理由を述べて，後の方にすべき
ことを強調している。理論的には，大意の把握
は，文意が充分理解できた後に，それをまとめ
る作業であるから，抽象化する能力が必要であ
り，読解指導の後の方に位置づけられる性質の
ものである。前者の場合一応「平易の文章なる
とぎ」と断っている故，常にこの方法を取るわ
けではないのだろうが，現在でも，時々一読後
に「さあ，大意を述べて承主しよう」という授
業がおこなわれているので，一言注意を喚起す
る意味で触れておいた。
三教村
１文体（普通文について）
「改正小学校令」で，尋常小学校で扱う文章
を「近易ナル普通文」と規定されてから，普通
文についての統一見解を求めて論議が賑わっ
た。その衆目の一致するところは「言文一致」
であった。保科孝一(注8)は『国語教授法指針』
(明治34年，宝永館発行）の中で，「かくのごとく
漢文直訳体，擬古文体，又わ，書簡文体が承な
新小学校令の旨趣にあわないとすれば，いかな
る文体が，それに最も適当するである－か。こ
の間に対しては，何人も口語体（言文一致体）
と答えるである-。われわれもこの答が，最も
正しいと考える。」と述べていることからでも
明らかであろう。念の為もう一例挙げると，『小
学校国語科教授論』では，国語教材としての文
章は「文章上の統一を図るべきは勿論，之と談
話との間の連絡を親密にし，語ることと書くこ
とと読むことと聞くことと，あまり懸隔せぬや
うにし,そうして国語の統一を図る｣べきだと言
文一致を主張し，簡潔性を欠くという批判に対
して，「談話的にすればとて簡潔にされないこ
とがない。簡潔といふことは意義がしっかり通
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りて無駄文字のないことでありませう。」と切
り返している。
このように大勢としては，言文一致の声が強
かったのだが，上記の終末部分の引用からも窺
えるように，それに対する抵抗がなかったわけ
ではない。この点に対して，保科孝一は同書で
「今日の普通教育上に，この口語体を採用する
ことが，頗る急務と信ずる。」と言いながら，
また，「しかしながら，一方から見れば，今日
の普通教育上でわ，この口語体一体の承で差支
がなかろ－か。今日の社会がこれお許可するで
ある_か。」と，その実施の難かしさも認めて
いるのである。そして，それは，今日の口語体
がまだ幼稚で完成しておらず，不安定であるこ
とが最大の原因であるから，「われわれが安心
して，従来の諸文体おすて，而して口語体に移
ることが出来るまでの，過渡時代においてわ，
今日の口語体と近易の文章体とお，併用するの
が，最も穏な方法である_とおも－。」と述べ
て,小学校令にある「近易の普通文」の解釈を，
今後しばらくの間，「口語体と行文が平旨で,旨
趣が明瞭な，近易の文章体との二本と見て，教
授していくのがよろしいと考える。」と結論づ
けている。ここらがやはり，穏当で妥当な見解
であったのであろうか。「小学国語科教授法」
では，国語の文体が種々あって，「叙事文と日
用文とは大に其形式を異にし叙事文にも和文体
と漢文体と普通文体とあり日用文にも書簡文と
電信文と証券文と公用文とは多少其形式を異に
するが故に学習上頗る混雑すべきものなり」と
述べて，「されば将来は文字の一定ならむこと
を望むと同時に文体も亦一定せむことを望まざ
るべからず。而して文体と言文一致ならざるは
之れ亦不都合の点少からざれぱ可成話語体に一
定せむことを希ふものなりといへども未だ其機
を得ざるは甚だ遺憾なりとする所なり」と，高
い調子で言文一致を熱望しているが，国語科の
教材に関しては，国語，文語両体を前提として
いるらしく，「初めは話語体の文章の承を授け，
之に熟達したる後漸次文語体のものに移らざる
べからず」という文が見える。
以上略述したように，文体は言文一致体であ
る口語体が理想であり，また，「口語体なら，
思想が明断に貫徹するし，又，不論理的ないい
あらわし方も少くない｡」（国語教授法指針）と口
語体の利点を積極的に認めながら，実際の教材
では文章体との併用がまた当然のように考えら
れていた。そして，文章体としてはどのような
文章が望ましいかという点では「美文」に触れ
ている書が何冊か見られた。美文という概念が
出てくる理由は，教則に，「読本ノ文章へ平
易ニシテ国語ノ模範トナリ，且，児童ノ心情ヲ
'快活，純正ナラシムルモノナルヲ要ス」とある
ことに由来するらしい。たとえば，積極的に美
文を強調している書の一つに『小学校に於ける国
語科教授法」があるが，その中には「児童の思
想を高尚にし，純美ならしむる為に，美文を加
へんことが必要である。否，読本としての文章
は，常に美的要素を備へたる文章でなければな
らぬと思ふ゜」と書かれている。
また，美文の強調は，単に教則の表現に拘泥
している為ばかりでなく，従来の教材が，形式
的羅列的で文章の持つ情緒性がほとんど取り上
げられていなかったことも大きく影響している
ようだ。同書では続けて，「従来の教科書に於
て見るが如き，乾燥無味，恰蝋を噛むが如き恩
ひあらしむる文章は到底，右の要求を満足せし
むることの出来ぬものである｡」と述べている。
では，ここで言う「美文」とは，どういうも
のを指すのであろうか。それについては，「読
本の文章は要するに,平易純正なる国語の時文，
即，現在活用せる所のものであって，而も猶読
む者をして，津々たる興味を起さしめ，高尚な
る感情を養ふくき，美文的に作成せられたる，
所謂，普通の国文の模範たるべきものでなけれ
ばならぬと信ずる。」と述べている。これを見
ると，いわゆる普通一般の美文とは，かなり概
念を異にしていることは確かで，平易で，しか
も，心情に触れる情趣ある文章という意味で考
えられていたことがわかる。
２内容
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読承方教材の選択のポイントと教材配列上の
注意については，『国語科教授法』が良く整理
してあるので引用しておく。
１庶物示教に次ぎて漸次其範囲を拡張し且つ程度
を進ましむくし。
２郷士に接近したる事物より始めて然らざる屯の
に入るべし。
３我国の事実より外国の材料に及ぼすべし。
４児童心性の発達程度に適応せざるべからず。
５道義的修養に必要なる材料を以て首尾一貫すべ
し。
６国民的修養及社会的思想酒養に必要なる材料を
加へざるべからず。
７他教科との関係を密接に保持すべし。
８士地の状況に適切なるべし。
９学級組織の単複如何仁よりて之に適合すべし。
１０男女によりて材料に異なる所あるべし。
非常に細かい所にまで配慮がなされており，
このようなことまでも現場教育に携わっている
人が真剣に考えていた実態をこれによって知る
のだが，これも教科書が国定に移行されると同
時に姿を消してしまうことになる。
教材の内容についてはどの書も五十歩百歩で
大きな差異はない。ここでは，『小学校国語科
教授論』から引用する。
１愛国心を啓発するに適する地理，歴史に関した
る事柄。
２美的感情を養成するに足るべき事柄。
３日常生活に関する自然物及其の現象。
４法制，経済に関する事柄。
では次に，教材の文章としてはどのような物
が望ましいか，『国語教授撮要』では，教材化
に当っての視点を具体的に示しているのでここ
に，その中から「鶏」の例を挙げておきたい。
日本の教科書は，理科の抜き書きのように
「鶏は，頭に鳥冠あり，足に蹴爪ありて，何々
するものなり」と書いてあるが，西洋の教科書
では，例えば「鶏の喧嘩」と題して出ている。
子どもは鶏を見‘償れているから「オイオイ来て
鶏を見ないか」と言っても興味を示さない。し
かし，「喧嘩」の場面には興味を持つ。したが
って，子どもはこの題名を見ただけで興味を示
し，鳥冠あり，蹴爪ありと言わなくても，喧嘩
の描写の中に自然出てきて理解できることにな
る。そして，本を読むことは楽しいことである
と思うようになれば，８～９分通りの目的を達
成したことになる。と言う趣旨なのだが，全く
その通りであろう。多くの場合事物の羅列です
ませていた教材に対して，物語としての面白ろ
さを取り入れる必要を強調しており，児童の興
味を喚起するものでなければならない点に着目
して，それが具体的に示されているのは，やは
り本書ならではの感がある。「教育は教材問題
によって生死がわかれるといっても過言ではな
い。」と，教材の占めるウェイトの大きさにつ
いて既に指摘しているのである。
国語科としての教科書はいかにあるべきかを
真剣に求めて，試行錯誤しながらも，以上見て
きたように，現場の教師たちによって教材論に
ついても一応の成果を得ることが出来た。しか
し,明治35年12月，いわゆる教科書疑獄事件(注9）
が発生し，教科書はあわただしく国定制時代へ
と進んでいくことになった。
国定教科書での授業が教師の中で定着し，固
定した頃，佐々木吉三郎は『国語教授法集成』
（明治39年育成会発行）の中で教材問題につい
て次のような警告を発している。彼は，教科書
が国定になる以前でも，多くの教師が，「教育
者が教材の事に就いて論ずる処ではない，吾々
は出来合いの教科書を切り売りするの糸が職務
であるといふ様な顔をして，教科書の前に三拝
九拝して，後生大事に，第一課から，御取次ぎ
をするに過ぎな」かつた現象を見て，その無責
任振りに業を仁やしていたのだが，国定教科書
となってからは，それがあたかも当然であるか
のような風潮を呈してきたことに対して，次の
ように述べているのである。
「……せめては教科書をよく見ぬいて，適宜教科書
をいかしてつかふ眼識だけでもそなへていただきた
いと恩ふからであります。なにせ今日は，小学教師
たるものが，自己の学校に採用する教科書の選択権
をすら与へられてない世の中でありますもの，には
かに，自由勝手に教材をお選永なさいなど上いふこ
とは，いくら不遠慮の私でも輝らなければなりませ
ぬが，も少し教材に対する見識を，やしなっておか
んければならぬと恩ふ一節を，ここに申し上げて置
くのであります。」
深)Ⅱ：明治時代後半の国語科読み方教授 3１
かなり皮肉めいた表現ではあるが，ここに，
前著以来，彼が，教材は教育の要であると考え
ている趣旨が一貫して流れており，また,吾々も
今日襟を正して聞くべき見解ではなかろうか。
国定教科書に移行して以来，教材研究につい
ては，その配列順序も，とり入れるべき内容の
検討も，或は，教材化の視点についての研究も
すべて必要性がなくなってしまった。そして，
その後の教材研究は多くの場合，授業での取り
扱い方を中心としたものに絞られる傾向が強く
なったようである。
そういう中で特筆に価するのは,やはり，『国
語教授法集成』の「児童の教材に対する趣味の
調査」であろう。佐々木吉三郎は，前著「国語
教授撮要』でも，『普及舎編新編尋常読本』に
ついて，如何なる教材が最も児童に歓迎される
かについて調査した研究報告をのせている（明
治34年に調査）。彼はその後，同様の調査を明治
37年に金港堂の「国語読本」で行ない，本書に
掲載したのは，第三回目で，明治38年，国定読
本についての調査である。概要を一言で言うの
は困難だが，あえてまとめてゑると，嫌われる
教材は，説明的，叙列的な表現で，しかも教訓
や知識を教えることに露骨なしの，また，記述
が余りに平凡で，格別の新知識が得られないも
の，自由に想像する余地を与えないものなどで
ある。反対に評判の良い教材は，滑稽，頓智，
詩趣，奇譽，余韻のあるものである。文体は，
韻文が常に好評を博していたようだ。また，内
容的には戦争に関する教材が高学年になると特
に好まれる傾向を示している。
このような調査が，教科書改定の時にはどの
ように扱われたか知る由もないが，（教科書を
比較してふると，余り積極的に児童の好承が反
映しているとは思われない）当時としては，や
はり異色の研究調査であったと言えよう。
後に具体的な授業はどのようにおこなわれてい
たのか，それを最も端的に表わしている学習指
導案の中に，その実態を探ってふたいと思う。
まず，典型的な五段階授業法によっている二
人の実践家の教案を示す。
Ａ日本武尊（国光社）第４学年
・日本武尊へ第十二代，景行天皇ノ御子ニマシマシ
テ，幼キ時ヨリ，御心タケク，力強クオハシマシキ。
御年十六ノ時，西国ノクマソ叛キシカパ，天皇，尊二
仰セテ，之ヲ討タシメ給フ。
・主点「タケク」「オハシマス」「叛キシカバ」
「仰セ」等新字句を教授の主眼とし，同時に，日本武
尊の勇敢なる御気性を知らしめ，兼て，皇族に対し奉
る敬語を練習せしむる。
・準備日本武尊の御肖像，並に，日本全図。
・方法
１予備(1)イ，我邦，第一代の天皇は，何と申し上げ
た御方でありましたか。ロ，「神武天皇ニテマシマ
ス」と書けば，如何なる意味となるか。′､，我邦の
西国とは，どの辺であるか。
(2)本日教へやうとするところは，昔,御年の若くして，
心と力との強くあらせられた，日本武尊と申す御方
のことを述べた文であります。（目的提示）
此の時，日本武尊と板書し，御肖像を掲げて，敬
意を表せしむ。
２提示(1)イ，日本武尊は，神武天皇より，第十二
代目に当らせらる上，景行天皇と申す方の，御子で
あらせられたことを談話しながら「景行天皇」「御
子」と板書す。ロ，尊は，幼き時より御心がしっか
りし，又，力が御強<あらせられたることを話しな
がら，「御心タケク」「力強シ」と板書す。’､，其
の当時は,西方にクマソといへる賊があって,むほん
を起したることを話しながら「西国ノクマソ叛川
と板書す。二，そこで，景行天皇が，尊においひ付
けなされて，之を討たせられたる事を話して「仰
セ」と板書す。
(2)本日は，これだけのことにつきて教へませうとて，
先づ，板書せる摘字につき，読方，意義を問答し，
空中，若くは，机上に書かしむ。
(3)教科書を出さしめ，暫時，教材の黙読，予習。
(4)各生に諦読せしむ。
(5)教師，徐々と左（下）の字句を問答直解す。
（ｲ)御子ニマシマシテ（１口)クマソ叛キシカパ
レリ尊二仰セテ目天皇とは誰か悶尊とは誰のこと
か㈹討夕シメ給フ
(6)各生に，今一度講読せしむ。
(7)W)「日本武尊ハ云々，力強クオハシマシキ」とは，
如何なることか，各自，随意の談話にて話をしてご
らん。②御年十六のとき，どんなことがあったか話
をしてごらん。目教師或る一節を朗読して，之を書
取らしか。
３比較（１）「之ヲ討夕シメ給フ」を「是ヲ討チポ合
う」としたなら，其の意義に於てどんなちがひがあ
四学習指導案
小学校今改正後の国語科読糸方教授はどのよ
うな状態であったか，国語科の目的と構造，指
導過程論，教材についてゑてきたわけだが，最
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(1)日本武尊は，幼少の頃は如何なる人なりしか。
(2)日本武尊は，いかなるお方の子なるか。
(3)日本武尊は，九州征伐にお出の頃は幾つか。
(4)九州は何れの方角に当るか。又凡幾里位あるか。
(5)日本武尊がぞ<の城に入る時は如何になされしか。
(6)その女の子の着物は誰が与へしか。
（以上は発問法によって復習せしめたり）
２提示（教＝教師の発言の省略）
教「諸子は漢字にて日本武尊と書き得るか。」
教（日本と書き）「これは何と読むか。」
教「然り，又やまとＬも読む。（武と書き）これは何
と読むか｡」教「然り，たけしともたげともぶとも読
む。然らば（日本武）之れを何と読むか。」
教「然り゜今残りの承ことといふ字はこの通りなり。
この字は分けたならばいくつの字になるか。」
（右く上＞と同方法にて，童女，刺，及び大将等の新
字を教へ，次に，二，三の児童に読ましめ，次に対話
しつ人左く下＞の形式を教授す。）
教「武勇万人にすぐる。」とは何の意義ぞ。
教「然り゜何故に万人とは書きしか。」（答へず）
教「十人と百人は何れが多ぎか。」（２問省略）
教「十人中にてえらいものと，百人中でえらいものと
は，何れがえらいと恩ふか。」（同様の２問省略）
教「然いく多くの人＞と言ふても色々ある。十人で
も，百人でも，二百人でも，多くの人とは言へる。其
中で万人と言ひしは，沢山の多くの人と言ふことを示
したるものなり。」
（「そむき」「よそひ」上記に同じ）
３比較
(1)日本武尊は何処までお出なされたると書きてある
か。
(2)読本で読んだのと話で聞いたのとは何処が運ふか。
(3)其頃日本武尊は何処に居玉しか。
(4)京都より九州までは幾里あるか。
(5)１日14里づつ進むと幾日にて九州に着き給ひしか。
(6)諸子の１日３倍も歩ゑて，２０日も続けられるか。
４総合二，三の児童に話きしむ。
５応用
(1)日本武尊の父上とは何と申上る御方か。
(2)尊の身の丈は幾何計あらせられしか。
(3)九州の事をなぜ西国といふか。
(4)「あの人は知慧が万人にすぐれて居る」とはいかな
る事か。「十人にすぐれて美しい」と言へぼ……。
(5)「親の命令にそむいてならぬ」と言へぼ……。
(6)「今のよそほひはよく出来た」と言へぼ……。
（富永岩太郎「国語教授撮要』より）（注,0）
最初に示した教案と比較すると非常に内容偏
重主義になっていることに気づく。五段階につ
いては，Ａ程の無理はないが，比較の段に問題
は残る。読本の内容と懸け離れ過ぎて無意味な
比較に始終している。
同じ五段階教授法に依りながらも，指導者に
るか。
(2)「オハシマス」と「マシマス」とは如何。
(3)仰の字の書き方につきて，並に，抑,柳との書き方，
読承方の比較。
(4)「御子ニマシマシテ」なる語は，之を吾々に使用す
ることが出来るか。
(5)然らば，本日学びたる文章中，吾々に使用すること
の出来ない文字，文句を見出せ。
４総括(1)此等の，「御子」とか「マシマシテ」な
どの敬語は，皇族に対し奉りて用ふる語である。
(2)「叛きました」を文語では如何に書くか。
(3)児童に達読させ，他は閉害して，静聴せしむ。
(4)日本武尊について本日学んだ事を談話せよ。
５応用(1)「御心シッカリトシテアラセラレマシ
タ」といふことを，文語にて書け。
(2)「景行天皇ハ．.…･討タシメ給フ」と書取れ。
（増戸鶴吉著『国語科教授法』より）
以上，－部極く少々字句を訂正したが，ほと
んど原文のまま引用した。これを見ると，やや
強引に五段階にはめ込んだ感じで，特に，提示
と比較の項は，同じことばが繰り返して問題に
なっており,扱い方が形式的過ぎるといえよう。
提示の段階で，比較にあることも同時に教授し
ていく方が，授業の進め方からも抵抗がない
し，生徒への定着面でも良策である。また，総
括や応用は，充分にその機能を果していない点
も指摘できる。
次に上記と同じ日本武尊を扱った教材で，同
じく五段階教授法による教案を示そう。これは
尋常第四年程度となっていたが，三年の教科書
にある教材であり,著者の思い違いであろうか。
なお，著者の学校で行なった，この教材に対す
る子どもたちの反応は，比較的好評で，前期教
科書25教材中６番目となっている。「好き」と
答えた理由は，「ちゑがある，おもしろい，つ
よい，ためになる」などがあげられている。
Ｂ日本武尊(普及舎)第４学年(３年の誤りか）
・日本武尊は，けいかう天皇の御子にして，身のたけ
一丈にあまり，武勇万人にすぐれさせたまひけり。御
年十六才の時，西国のくまそそむきしかぱ，尊ひそか
に其の国に下り，童女によそほひて剣をふところにか
くし，ぞ<の大将たけるの所にまぎれ入り玉ひぬ゜
（この教材は以前に修身で話し，作文科で９回書かせ
た。また，前課に「我が帝国」があり，九州の位置，
里程を教えてあるので，授業に当っての予備は充分で
あると言う意の説明がある。）
１予備
深川：明治時代後半の国語科読み方教授 3３
よってこれだけの差があったわけだ。当時は，
必ずしも五段階でなく，むしろ省略，変形した
形式が実際に多かったのは前述した通りで，ま
たその教法も指導者によってかなり差があっ
た。次にその幾つかの例を示そう。（以下の教案
は大要を記す）
Ｄ商業（金港堂）第三学年
・教材米・麦・菜・砂糖等，何品にかぎらず，之を
仕入れて，人に売渡す業を商業と云ひ，其の人を商
人と云ふ゜
商業には，卸売・小売・中売のわかちあり，卸売
と云ふは，多くの元手を出して，国含の物産を仕入
れ，之を小商人に売渡すことにて，大商人のする業
なり。
・目的｜内容上商業とは如何なるものか。
商業の別ち如何。卸売とは如何なるものか。
２形式上新文字商業，卸売，元手，物産。
新語句仕入れ，何品にかぎらず。
・方法〔前段を第一小単元とし，後段を第二単元と
す〕
１予備，提示（内容上）
今日は，商いの話を致しましょう。（目的の指示）
汝等は,通学の途中で品物を売る店を見ただろうが，
如何なる店に気がついたか。……
汝等の家で，商いをしている人は手をあげよ。……
商いをする家を商い屋と言うが，商をする人を何と
言うか。
では，その商人の仕事は？（この際＝商業=の読永
方，書き方，意義を教える。）
商い家にて段々品物を売り終になくなった時はどう
するか。
其の商い家が売るべき品物を買うことを仕入れと言
う。（仕入の文字教える）
２書物についての提示
読糸方１，２名
難字・難句の問答何品にかぎらず，仕入れ売り渡
す，業など
更に読承方，話し方練習。
内容についての問答商業，商人，商い家とは。
３話し方練習書物を離れての談話。
〔第二小単元〕
１予備，提示（内容上）
商い家の店では，色々の品物を沢山飾ってあるが何
のためか｡大きな家で，店に品物を飾りたてないも
のがあるが,この事に気づいた事はないか｡それはど
この家か。何故それらの家では店に飾りたてないの
か。そうだ，これは卸売と言って，少しばかりでは
売らず，主に他の小さな商い家へ売る。（卸売の字
教える）卸売とは何か。卸売の家では沢山の品物を
如何にして集めるか。その自然と人造物とを問わ
ず，方々の国々に出来るものを物産と言う。（物産
の字教える）其の物産を集めて売る為に要する金を
元手と言う。（元手の字教える）
物産とは如何。元手とは如何。
２書物についての提示（形式上）
読ゑ方１，２名
難字難句について問答物産，元手，仕入れ，売り
渡す。
更に読み方，話し方の練習。
内容上の問答商業の分類，卸売とは。
Ｃ母どころ（坪内雄蔵著富山房）第三学年
・教材母は，門ぐち，出つ入りつ,なぜしこかへらぬ，
子どもらは。ゑちわすれてか，けがしてか，心もとな
と，いくたびも，夜かぜゑにしむ，門口を。
・予察父母から我が身の上を心配して注意された事
や，遠く遊びて帰宅の遅くなった経験を持つ。新出文
字「心・たび」再出文字「門」。
・準備掛図，小黒板に書き入れ。
・復習前日の教授の復習。
・学習
１事実及新字の受容父母は其の子の遠く遊びて遅
くまで帰らざるときは如何にすべきかに関して問答
し，其間，新字を教授し，且つ修身上の訓戒を与ふ
ぺし。
新字の観念及読み方について再三復習せしむ。
２全文の受容読本を開きて本日の所を読ましめ，
且つ話きしむ。之を批正して範読範話す。
（二人飛に順次に級前に立ちて読糸且つ話さしむ）
３語法の受容出つ入りつ倒置句
４全文読話の実習を命ず本教材は韻文なるが故に
朗読法を示範し，注意して読ましむくし。
５表出教授したる新出文字及語法を摘書して之を
問答す。次の応用文を読永且つ話さしむ。
「さあさあ，はやくかえりましよ･あんまりおそく
なりますと，又母さまがしんぱいし,門へ出て見つ，
入りて見つ，あんじられるにちがいない，さあさあ
はやくかえりましよ･一二三のかけあしで。」
小黒板に書き置きたる下の仮名文を漢字交り文に改
めしむ。（文，省略）
一句づ上塗板に書きて之と比較して訂正せしむ。
６練習
（永廻藤一郎箸『小学国語科教授法』より）
これは，読本の理解の段階が，三段階に分か
れており，五段階教授法とは観点が別ながら，
機械的，形式的な方法は類似している。この全
文の受容が授業のポイントなのだが，この所が
充分機能を発揮していないのが，一番の弱点で
でもあろう。４の朗読は，韻文の特性をよく踏
まえて考案されており評価すべき点である。５
の表出は，よく工夫されているが，表出の機能
としてはまだ弱いと言える。
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切であり，導入の機能を充分果している。提示
に充たる部分は，発問は工夫されている（仕入
れの項など）と思うが，国語の授業としての観点
からは，やや問題を残す。しかし，これは教材
の貧しさが大いに関係している所でもある。最
後の「約習応用」はまとめ意識が発問の中に働
いており,一応まとまりの良い授業案と言える。
教案全体について言えば，これも内容偏重の傾
向が濃厚である。
３話し方練習書物を離れて談話。
本日の教材全部の内容についての談話。
４書き取り新出文字及新出語句。
５約習応用本日習ったところの大意。商業とは。
商業の分類について問答しつ上表（省略）を作る。
卸売とは。「かぎらず－１を用いて作文又は談話。
（高木和足『国語教授撮要」より）（注!'）
これは五段階教授法にほとんど抱束されず，
むしろ，国語科の教育目標に直接依拠した指導
過程で学習が進められていると言える。つまり
本時の目標が，国語科教育の目標と同じく，形
式，内容面から捉えられ，整理して記載されて
おり，また学習指導案が，それを前面に押し出
した形で書かれている一方，「話し方練習」
「書き取り」などと学習内容が直接記されてい
るなど，分段式教授法からの脱皮が見られるの
である。
指導内容に関して言えば，最初の「予備，提
示」では，予備に相当する部分の発問は丁寧適
Ｄ貯金（国定教科書）第５学年
･教材省略
・目的形式上○○○の新出漢字及○○○の読換漢
字の読み，意義，書き方。○○○の意義，用法及び
説明，文の読解練習。
内容上貯金の大切な事と貯金の方法を知らせ，貯
蓄心を養う。
・準備郵便貯金切手台紙，通帖，貯蓄銀行通帖。
･教法〔第１日目〕
参考教授要項教順
貯蓄についての文義及び貯蓄の大切なことについて調
べることを告ぐ。
１諸子は如何にして金を得たか。
２何のために貯金するか。
第一段の読承，意義下調べ，大意を問答して未知の文
字，語句の読承方書き方，意義を教え，雑記帖に書き
取らす。
１一生に読ます。
２－生に読ませ，他生に意義を述べさす。
３交互に数回練習批正。
下調べ，教授，練習，第一段と同じ。
終りに前段より通読。
予備
イ教授事項の前告
ロ貯金について問答
（以上２分）
教授
イ第一段下調べ
ロ文字，語句教授
（以上６分）
,､読承方，意義の教授及
練習（以上８分）
二第二段教授
（以上14分）
ホ探究
１文字，語句
不審の文字語句は下調べ
で抜書きす。
教授の際はなるべく，前
後の関係より推究させた
後授く。
貯金に利子のつくことを
実地金額で敷桁，説明。
下記（省略）の文字，語句について，更に精しく用例
を挙げ用法を会得させる。
次のように分解して女形を知らせる。
○○…'三(篝;～
2文の分解
(以上８分）
整理
イ応用 次の文（省略）を分解させる。
熟語，句を作らせる。
三つの文をまとめて，一文にさせる。ロ文形練習
'､検答（以上７分）
深川：明治時代後半の国語科読永方教授 3５
第二日目は第一日目と同じ教順。ただ，教授
のホの項が「内容談話」となっており，また
整理の項が割愛されている。次は第三日目の
教案。
教順 教授要領 参考
予備
イ復習
総整理
イ読ゑ，意義
前回の所の読み方，話し方の復習数回。
全文通読。意義を述べさす。
読承方，話し方数回練習。
各段の大意を言わせ，要項を板書して，文の組立てを
知らせる。
１貯蓄の必要性２郵便貯金の仕方
３銀行貯金の仕方４貯金に関する心得
上記を約述して話さす。叉は問答す。
(以上27分）
ﾛ文構成探究
ハ話し方練習
（以上８分）
二文字，語句練習 １句，短文を口語に直さす。
２前の教授中不充分だった語句を提示して読解させ
る。
ﾎ検答（以上10分）
（島田民治著『鑪譽国語科教授要義川)(霞聰）
より教材の持つ問題と言えよう。
大正時代に入ると国語教育は教材研究を主と
した文学教育期を迎える(注,3)わけだが，それ
は，大正時代の持つ社会思潮に充分影響を受け
ていることは当然であるが，明治時代の国語教
育が内在していた欠点をようやく顕在化させ，
新しい教育を求める気運が充分熟していたから
でもある。本学習指導案は，明治時代の国語科
「読承方」教育の到達点（指導過程の形式的整
備）を示すと同時に，その欠点（児童の立場の
無視）も露骨に現われており，また，教授法の
完成は，教材の不充分さを浮き彫りにしている
と言えよう。
注１伊藤裕は当時宮崎県師範学校付属小学校主事。
注２田名部彦一は，当時福井県師範学校付属小学校
教諭。
注３参考までに他書に示された配当時数の表を二例
だけ挙げておく。
最後に，明治末年近くから国定教科書の教材
で，しかも，一課全体の学習指導案を引用し，
情勢の概観と問題点を指摘しておきたい。第二
回国定教科書は明治43年から使用開始になった
がそれに合わせて本書は「新教科書研究の第一
階梯として，多少にても，江湖実際教育者が参
考の資料となるを得ば幸なり。」（自序）と言
う意識下に発刊になったものである。小学校今
が改正されてから10年，国語教育の模索状況か
ら脱皮し,国定教科書も改定の編集を終えて,国
語科教育は一応の形式を整えることが出来た。
本学習指導案は，それを如実に反映していると
言えよう。一応の要点は教授事項の中に網羅さ
れており，一つの教材としてのまとめも充分に
考慮されている。ただ，内容が豊富すぎて，実
際には時間内に充分授業出来るかという危倶を
感じる。また，指導法としては教師の教授事項
が多すぎて，生徒の思考力の発達や自主的学習
態度への配慮が全く無視されていることなどは
その後の国語教育のあり方の問題として指摘し
ておかねばならないだろう。さらに，教科書は
次第に内容を充実させてきてはいるが，まだ充
分とは言い難く，教案が教材の内容読承取りに
深まりを承せていないのは指導法の問題と言う
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第10号昭和52年3６金沢大学教育学部教科教育研究
注７下平末蔵は当時東京高等師範学校長。
注８保科孝一は当時東京高等師範学校教授兼東京帝
国大学助教授。
注９１２月７日，小学校教科書の採定をめぐる府県担
当者との贈収賄事件の一斉検挙を開始。検挙さ
れたしの157人。翌１月９日文部省は教科書国
定制を企図した小学校改正令を閣議に提出｡(近
代日本総合年表より）
注１０富永岩太郎は，当時東京高等師範学校付属小学
校訓導，本稿に既述した佐犬木吉三郎，樋口勘
次郎らと共に同校の中心的存在であった。なお
彼の『箒怒碆繊国語教授脚には,読み方
の方法として①内容より形式に移る法②書
取に始まりて読方に移る法③共読体即ち師弟
共に読ゑつ上問答する法④書き読承法即ち綴
り方に移る法⑤黙読法即自読によりて大意を
求むる法の五つの方式を挙げている。また，
本書にも，内容を既に児童が熟知している場合
（豊臣秀吉），面白い内容で新語が多い場合と
少ない場合（京大阪の蛙）など，教材によって
指導法を工夫した学習指導案が出ており,精巧，
繊密であった教授の一端を示している。
注１１高木和足は当時東京高等師範学校付属小学校教
諭。本書の成立に関しては草稿の整理など関与
する所が大であった。
注１２本書は明治43年広文堂より発行された。島田民
治は当時，東京府青山師範学校教諭兼付属小学
校主事。
注１３飛田多喜雄署『国語教育方法論史『（1966年再
版,明治図書発行）の巻末「国語教育史年表」
に依った。
本書の特色は一年生は特に仕事の類を分ける
必要のないこと，また，毛筆も不要であること
を強調している点にある。
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、
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1１１１４１１３国語科合計’１０胴一雛国語より削く
｢小学国語教授実施法』
本書の特色は，図画と裁縫が設けられている
ことにある。これは，「改正小学校令」の第１９
条に教科目を修身，国語，算術，体操と定めた
後に，「士地ノ情況ニ依り図画，唱歌，手工の
一科目又ハ数科目ヲ加へ女児ノ為ニハ裁縫ヲ加
フルコトヲ得」とあるに従って考案されたもの
である。
注４その中で『竈悪碆罎蕊国語教授法』…綴
り方を強調し，「国語教授は，せめては，綴方
に関する時間と，読方に関する時間とは，半々
でなければならぬ筈である。否な，脳髄の要求
から言へぼ，読方の時間と，綴方の時間とは，
一と三の割合」が望ましいと述べている。
注５樋口勘次郎は，当時東京高等師範学校訓導。
注６増戸鶴吉は，当時宮城県師範学校教諭兼付属小
学校主事。
